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(-))(も感じない あまりない 時々ある よくある いつも感じる)
2 )休養が必要ですカ
(必姿でない あまり必要でない l時々必要 まあまあ必姿 絶対必嬰)
3)液状のために褒鯵になっていますか
(ー j立も愛吉習でない あまりない 時々ある よくある いつも変諺である)
4) あなた自身の健康は大丈夫ですか
(健康である 少し不安 時々不安 健康に不安 病気である)
5)事故が起こりはしないか心配ですか
(会く心配ない あまりない 時々心配 よく心配 いつも心~~)
6 )現状におわりがないと感じていますか
(有ると感じる 1年々 有る 1寺々 j町いと感じゐ !1¥いと感じる 永速に続くと感じる)
7) 休日でも解放されませんか
(いつも解放されている 少しある 時々ある あまりない まったくない)
8 )世間との付き合いに、どの程度支障をきたしていますか
(全く支怖がない あまりない時々ある よくある いつもある)
9 )家事にはどの程度支織をきたしていますか
(全く支l取がないあまりない i時々ある よくある いつもある)
10) 睡眠が妨げられますか
(全く支械がない あまりない l時々ある よくある いつもある)
11)生活水準が沼ちましたか
(全く変わりがない あまりない時々ある よくある いつもある)
12)途方に暮れていますか
(会くない あまりない l時々 ある よくある いつも途方に暮れる)
13)容を錨く事ができませんかか
(全く支隊がない あまりない l時々ある よくある いつもできない)
14)老人に対してむくれたり、立践しますか
(一度もない あまりない 時々ある よくある いつもある)
15) しばしば老人との折衝に欲求不満を感じますか

























年覇者機IJx. 80才来j拘:36% 80才未i向田 32%
80才以上:14% 80才以上・ 45%





息子 : 5% 
訪問看護開始 すぐ : 44% 
E寺}羽 家に帰ってしばらく経過・ 56%
iヶ月末j尚 : 5% 
訪問看殺期間 3-6ヶ月来i飽:50% 
i年以上 : 45% 
麻拒草 : 60% 尿符カテーテル使用:10% 
望号介謀者の状態 袴6
1J ・15% 痴呆 : 40% 
言雪Z苦隙客 : 40% IVII :0腎
呼吸器使用:10% 
3ヶ月未満 :0% 3年末i}Il:41% 
要介護者の経過 6ヶ月未満:0% 5年未満:32% 


























































































2 15 14 13 12 11 10 
介護者のストレス得点




































図 1ヶ月末溝 口1ヶ月-3ヶ月未満巴3ヶ月-6ヶ月来満国6ヶ丹-1年来瀦 翻 1年以上
際の年齢からみても、戦前の教育思想の一つである親に 点
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ストレスと在宅介護 35 
Summary 
We sent out a questionnaire concerning a number of factors in which we nm・sea sick person or an old person to 25 families 
with visiting nurse care. 
According to the questionnaire sent back to us， we found that: 
1) Th巴necessityof nursing at home d巴pendson the judgement of the family， especially th巴p巴rsonwho nurses in a key role in the 
family with a sick person or an old person; 
2) Th巴mostnotable point is that even if the day is a holiday， th巴personwho nurs巴sa sick person or an old person at home is 
released from the duty to nurse， and the s巴condpoint is that it is necessary to rest. A person nursing a sick pe1'son 01' an old p巴rson
see hom巴careas a physical burden， sowe don't think th巴visitingnurse care system supports the p巴1'sonnursing a sick person or 
an old person; 
3) Th巴1・巴 is no causal 1'elationship between the scores of the points we have made in the assessment and family members， i.e. the 
pe1'sons who decides to nurse a sick person or an old person at home and the period of ha1'dship; 
4) It is at half a year when a pe1'son nursing a sick pe1'son or・anold person has reached the stress limit accompanied by hom巴care.
Therefore， a person nursing a sick person or・anold person at home should make use of public assistance and the official 
suppo1'tmg system; 
5) With a person nursing at home utilizing public assistance such as visiting nurse care or official support， tocontinue to nurse a 
sick person 01' an old person at home is the ard巴nthop巴ofa pe1'son nursing a sick person or an old person. 
